
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 日本大学短期大学部 

設置者名 学校法人日本大学 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

短期大学部 

三島校舎 

ビジネス教養学

科 

夜 ・

通信 

0 

0 

16 16 7  

食物栄養学科 
夜 ・

通信 
11 11 7  

専攻科食物栄養

専攻 

夜 ・

通信 
0 32 32 7  

船橋校舎 

建築・生活デザイ

ン学科 

夜 ・

通信 
0 0 

12 12 7  

ものづくり・サイ

エンス総合学科 

夜 ・

通信 
43 43 7  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
１ 三島校舎 

①ビジネス教養学科 

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/pdf/subject/b-teacher-subject.pdf 

②食物栄養学科 

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/pdf/subject/fn-teacher-subject.pdf 

③専攻科食物栄養専攻 

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/pdf/subject/ac-teacher-subject.pdf 

２ 船橋校舎 

https://www.kyoumu.cst.nihon-

u.ac.jp/syllabus/Publication/2020/PDF/jitsumu01.pdf 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 なし 

（困難である理由） 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 日本大学短期大学部 
設置者名 学校法人日本大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページにて公表 

http://www.nihon-u.ac.jp/about_nu/board/director/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 
2017.9.10 

～2020.9.9 

組織運営体制への

チェック機能 

非常勤 国会議員 
2017.9.10 

～2020.9.9 

組織運営体制への

チェック機能 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 日本大学短期大学部 

設置者名 学校法人日本大学 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）は，①授業の概要，②授業の目的・到達目標，③授業の方

法，準備学習・授業時間外の学習，④授業計画，⑤成績評価の方法及び基準，⑥教

科書・参考書等，⑦連絡先（オフィスアワー，email など），⑧履修上の注意，受講

生に対する要望等を最低限の項目とし，各学部の状況に応じて記載項目を追加し，

授業担当者に作成を依頼している。また，授業計画（シラバス）は，当該科目の担

当以外の教員によるシラバス第三者が，作成された授業計画（シラバス）について，

「卒業に関する基本方針」及び「教育課程の編成・実施の方針」に則した内容にな

っているかといった観点から点検を行い，全ての授業科目の点検が終了したのち

に，短期大学部校舎のホームページで公開している。 

 

以下は，短期大学部各校舎の授業計画（シラバス）公表時期 

１ 三島校舎 原則，４月１日にホームページに公開 

２ 船橋校舎 ４月のガイダンス初日までにインターネット上で公表。 

授業計画書の公表方法 

インターネットによる公表。 

１ 三島校舎 

https://unipa.ir.nihon-

u.ac.jp/up/faces/login/Com00501A.jsp 

２ 船橋校舎 

https://www.cst.nihon-u.ac.jp/syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修成果に係る評価方法及び基準については，以下のとおり本学短期大学部学則第

30 条，第 31条及び第 32条において規定している。また，各授業科目における成績評

価方法及び基準については，当該授業科目のシラバスの「成績評価の方法及び基準」

に記載している。なお，授業計画（シラバス）には，学生が「何を学び，何ができ

るようになるか」という学修の到達目標及び各授業担当者が設定した複数の成績

評価の方法・基準を記載し，学修成果を厳格かつ適正に評価し単位を与えている。 

第30条 学業成績は，授業科目ごとに行う試験によって，これを定める。ただ

し，授業科目によっては，その他の方法で査定することができる。 

２ 試験には，平常試験・定期試験・追試験及び再試験がある。 

① 平常試験とは，当該授業科目履修者を対象に授業科目担当教員が学期の

途中に適宜行う試験のことをいう。 

② 定期試験とは，当該授業科目履修者を対象に大学の定めた試験期間中に

行う試験のことをいう。定期試験は学期末又は学年末に行う。 

③ 追試験とは，やむを得ない事由のため定期試験を受けることのできなか

った者のために行う試験のことをいう。 

④ 再試験とは，受験の結果不合格となった者のために行う試験のことをい

う。 

 ３ 追試験及び再試験は，当該学科において必要と認めたときに限り，これを

行う。 

第 31 条 修学についての所定の条件を備えていない者は，受験資格を失うこと

がある。 

第32条 学業成績の判定は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ及びＥの６種をもってこれを

表し，Ｓ（100～90点），Ａ（89～80点），Ｂ（79～70点），Ｃ（69～60点），Ｄ

（59点以下），Ｅ（履修登録したが成績を示さなかったもの）をもって表し，

Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃを合格，Ｄ，Ｅを不合格とする。合格した授業科目について

は，所定の単位数が与えられる。 

２ 第１項の学業成績の学修結果を総合的に判断する指標として，総合平均点

（Grade Point Average，以下「ＧＰＡ」という）を用いることができる。 

３ 前項に定めるＧＰＡは，学業成績のうち，Ｓにつき４，Ａにつき３，Ｂに

つき２，Ｃにつき１，Ｄ及びＥにつき０をそれぞれ評価点として与え，各

授業科目の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を，総履修単位数（Ｐ

又はＮとして表示された科目を除く）で除して算出する。ＧＰＡは，小数

点第３位を四捨五入し，小数点以下第２位まで有効とする。 

４ 第１項の規定にかかわらず，履修登録後，所定の中止手続きを取ったもの

はＰ，修得単位として認定になったものはＮと表示する。 

５ ＧＰＡ算出の対象科目は，卒業要件単位数に含まれる授業科目（単位認定 

科目としてＮと表示された科目を除く）とする。 

６ ＧＰＡは，学期のＧＰＡ，年度のＧＰＡ及び入学時からの累積のＧＰＡと

する。 

７ 通年科目は，学期のＧＰＡ算出の際には，後学期のＧＰＡに算入する。 

８ 授業科目を再履修した場合，累積のＧＰＡ算出の際には，直近の履修によ

る学業成績及び単位数のみを算入するものとし，以前の学業成績及び単位

数は算入しない。 

９ 試験において不正行為を行った場合は，処分を受けた条件に基づき，評価

をＥ，評価点はなしとして取り扱う。 
 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学短期大学部学則第 32条第１項において，学業成績の判定はＳ，Ａ，Ｂ，Ｃ及び

Ｄで表し，Ｓは 90 点以上，Ａは 80 点以上，Ｂは 70 点以上，Ｃは 60 点以上，Ｄは 59

点以下と規定している。さらに同条第２項において，成績評価を係数化する必要があ

る場合は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤをそれぞれ４，３，２，１及び０に換算する旨規定

している。学則に規定されている以外にＥ評価（履修登録をしたが成績を示さなかっ

たもの）についての係数化は０に換算する旨，本学で取り決めがなされている。 

それをもとにＧＰＡの計算方法は次のとおりとなっている。 

 
（４×Ｓの修得単位数）＋（３×Ａの修得単位数）＋（２×Ｂの修得単位数）＋（１×Ｃの修得単位数） 

総履修単位数（Ｄ，Ｅの単位数も含める） 

 

この計算方法で求めたＧＰＡについては，成績証明書に記載している。 

また，このＧＰＡ制度については，ホームページで公表している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

１ 三島校舎 

① ビジネス教養学科 ②食物栄養学科 

https://www.ir.nihon-

u.ac.jp/jc/pdf/yoran_jc_2020.pdf 

③ 専攻科食物栄養専攻 

https://www.ir.nihon-

u.ac.jp/jc/pdf/yoran_jc_a_2020.pdf 

２ 船橋校舎 

https://www.jcn.nihon-

u.ac.jp/data/about/education/6_1.pdf?2018110219300

0 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針については，本学の「日本大学教育憲章」と各学科の教育

研究上の目的等を踏まえ，制定している。また，同方針は，学位授与に当たっての修

得すべき知識，態度，技能が示され，この方針に基づいて学位が授与される。同方針

は，短期大学部各校舎のホームページ等に公表している。 

 なお，各授業科目においては，同方針に定めた能力を獲得するために到達目標を定

めており，それらの授業科目を履修・修得し，各学科が定めた卒業要件（単位数等）

を満たした学生については，学長が卒業を決定している。 

 

以下は，各校舎の概要 

１ 三島校舎 

① ビジネス教養学科 

日本大学短期大学部ビジネス教養学科（短期大学士（商経学））は，日本大学教育

憲章に基づき，「日本大学の目的及び使命」を理解し，次表に示す「自主創造」を構

成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本短期大

学部（短期大学士（商経学））における能力を修得した者に，「短期大学士（商経学）」

の学位を授与する。 

DP1 社会人として求められる水準の確かな知識と教養に基づき，倫理観を高めるこ

とができる。 

DP2 国際的視点から，地域社会にとって必要な情報収集・分析し，自らの考えを説

明することができる。 

DP3 ビジネス教養学科の専門分野を体系的に理解し，論理的な思考，批判的な思考 

をすることができる。 

DP4 ビジネス環境において新たな問題点を発見し，実務に即応した解決策を提案す

ることができる。 

DP5 新しい知識への拡大を伴った興味を育み，適切な目標と手段を見定め，自己の

能力を高めることができる。 

DP6 他者との協働とコミュニケーションを通じ，ビジネス環境で自らの意見を説明

し伝えることができる。 

DP7 社会人として必要な組織と個人の役割を理解し，組織の一員として目標達成に

向け自己をマネジメントできる。 

DP8 自己を理解し，自らの価値観を拠り所としたキャリア・パスを発見，選択する

ことができる。 

② 食物栄養学科 

日本大学短期大学部食物栄養学科（短期大学士（栄養学））は，日本大学教育憲章

に基づき，「日本大学の目的及び使命」を理解し，次表に示す「自主創造」を構成す

る「自ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本短期大学部

（短期大学士（栄養学））における能力を修得した者に，「短期大学士（栄養学）」の

学位を授与する。 

DP1 社会人として幅広い教養と栄養士としての倫理観を高めることができる。 

DP2 国際的な視点から，必要な情報を収集・分析し，食物・栄養に関する、自らの

考えを説明することができる。 

DP3 栄養学を体系的に理化して得られる情報に基づき，論理的な思考・批判的な思

考をすることができる。 

DP4 栄養学に関する視点から，新たな問題を発見し，解決策をデザインすることが

できる。 

DP5 栄養学の視点から，適切な目標と手段を見定め，新たな課題にも挑戦し，やり

抜くことができる。 

DP6 栄養学に関する多様な考えを受け入れ，適切な手段で自らの考えを伝えて相互



  

に理解することができる。 

DP7 チームの一員として目的・目標を他者と共有し，目標達成に向けて働きかけな

がら，協働することができる。 

DP8 経験を主体的・客観的に振り返り，気づきを学びに変えて継続的に自己を高め

ることができる。 

③ 専攻科食物栄養専攻 

  日本大学短期大学部専攻科食物栄養専攻では，日本大学教育憲章に基づき，「日本

大学の目的及び使命」を理解し，次表に示す「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」，

「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本短期大学部専攻科食物栄養

専攻における能力を修得した者は，独立行政法人大学評価・学位授与機構の審査を

経て，「学士（栄養学）」の学位を取得できる。 

DP1  短期大学部で修得した幅広い教養と栄養士としての倫理観を高めることがで

きる。 

DP2  実社会における実務としての栄養学に関する対応能力を持ち，創造的に活用

し，国際的な知識や情報を受信・発信することができる。 

DP3  短期大学等で修得した専門知識と技術に加えて，より高度な専門的知識と実

践的技術を持って，食と健康について多面的に考察することができる。 

DP4  自覚的に自己研鑽を継続する姿勢を持ち，広い視野から関連科目を研究し，

問題解決のために活用できる。 

DP5  栄養学の視点から，適切な目標と手段を見定め，新たな課題にも挑戦し，や

り抜くことができる。 

DP6  多様な考えを受け入れ，適切な手段で自らの考えを伝えて相互に理解するこ

とができる。 

DP7  チームの一員として目的・目標を他者と共有し，目的・目標の達成に向けて

働きかけながら，協働することができる。 

DP8  経験を主観的・客観的に振り返り，気付きを学びに変えて継続的に自己を高

めることができる。 

２ 船橋校舎 

学位に付記する専攻分野別の卒業の認定に関する方針については「短期大学部

（船橋校舎）（短期大学士（工学））の卒業の認定に関する方針」，「短期大学部（船

橋校舎）（短期大学士（理学））の卒業の認定に関する方針」を，短期大学部（船橋

校舎）各学科の卒業の認定に関する方針については，「短期大学部（船橋校舎） 学

科ごとの「卒業の認定に関する方針及び教育課程の編成及び実施に関する方針」を

定めている。 

「短期大学部（船橋校舎）（短期大学士（工学））の卒業の認定に関する方針」で

は前文において，「日本大学短期大学部（船橋校舎）（短期大学士（工学））は，２年

以上在学し，建築・生活デザイン学科，ものづくり・サイエンス総合学科（機械工

学分野，電気電子工学分野，情報科学分野，応用化学分野）の短期大学部学則に定

める各所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した上で，日本大学建学の精神

を理解するとともに，日本大学教育憲章に基づき，以下に定める本大学の教育理念

「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」，「自ら道をひらく」能力を身

に付けた者に対して卒業を認定し，短期大学士（工学）の学位を授与する。」となっ

ている他，次のとおりとなっている。 

DP1  幅広い知識と豊かな教養に基づいて，技術者としての倫理観・責任感を高め

ることができる。 

DP2  国内外の情勢を把握し理解を深め，そこに存在する多様な文化や背景を理解

し，国際社会が直面する問題を説明することができる。 

DP3  多様な情報や知識を収集し，科学技術リテラシーを用いて多角的・論理的に

分析・整理することにより，論理的な思考，批判的な思考をすることができ



  

る。 

DP4  事象を注意深く観察し収集した情報や知識を基に能動的に課題を発見し，工

学に関する専門知識を活用して解決策を提案することができる。 

DP5  自ら目標を設定し，その達成のために自ら考え，計画し行動するとともに，

あきらめない気持ちを持って新しいことに果敢に挑戦することができる。 

DP6  他者の考えや思いを聴いて理解するとともに，自らの思考・判断のプロセス

を説明し自分の考えを伝えることができる。 

DP7  互いに異なる意見を持つ集団のなかで，互いに連携しながらリーダーシップ

を発揮した協働者の力を引き出し，その活躍を支援することができる。 

DP8  謙虚に他者の声に耳を傾けるとともに自己を見つめ，自律的・継続的な振り

返りを通じて自己を高めることができる。 

「短期大学部（船橋校舎）（短期大学士（理学））の卒業の認定に関する方針」で

は前文において，「日本大学短期大学部（船橋校舎）（短期大学士（理学））は，２年

以上在学し，ものづくり・サイエンス総合学科（物理学分野，数学分野，総合科学

分野）の短期大学部学則に定める各所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得し

た上で，日本大学建学の精神を理解するとともに，日本大学教育憲章に基づき，以

下に定める本大学の教育理念「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」，

「自ら道をひらく」能力を身に付けた者に対して卒業を認定し，短期大学士（理学）

の学位を授与する。」となっている他，次のとおりとなっている。 

DP1  幅広い知識と豊かな教養に基づいて，科学に携わる者としての倫理観・責任

感を高めることができる。 

DP2  国内外の情勢を把握し理解を深め，そこに存在する多様な文化や背景を理解

し，国際社会が直面する問題を説明することができる。 

DP3  多様な情報や知識を収集し，科学技術リテラシーを用いて多角的・論理的に

分析・整理することにより，論理的な思考，批判的な思考をすることができ

る。 

DP4  事象を注意深く観察し収集した情報や知識を基に能動的に課題を発見し，理

学に関する専門知識を活用して解決策を提案することができる。 

DP5  自ら目標を設定し，その達成のために自ら考え，計画し行動するとともに，

あきらめない気持ちを持って新しいことに果敢に挑戦することができる。 

DP6  他者の考えや思いを聴いて理解するとともに，自らの思考・判断のプロセス

を説明し自分の考えを伝えることができる。 

DP7  互いに異なる意見を持つ集団のなかで，互いに連携しながらリーダーシップ

を発揮した協働者の力を引き出し，その活躍を支援することができる。 

DP8  謙虚に他者の声に耳を傾けるとともに自己を見つめ，自律的・継続的な振り

返りを通じて自己を高めることができる。 

「短期大学部（船橋校舎） 学科ごとの卒業の認定に関する方針は，次のとおりとな

っている。 

①建築・生活デザイン学科 

建築・生活デザイン学科は，２年以上在学し，日本大学短期大学部学則に定める

所定の授業科目を履修して，所定の単位を修得した上で，日本大学建学の精神を理

解するとともに，日本大学教育憲章に基づき，本大学の教育理念「自主創造」の３

つの構成要素「自ら学ぶ」，「自ら考える」，「自ら道をひらく」に係る，以下に定め

る資質・能力を身に付けた者に対して卒業を認定し，短期大学士の学位を授与する。 

分野別専門教育部門（デザイン系分野，エンジニアリング系分野）のうちから，

卒業判定時において修得単位数が最大である専門分野をもって「主専攻分野」とす

る。ただし，修得単位数が最大である専門分野が複数ある場合は，申請された専門

分野をもって主専攻分野とする。学位に付記する専攻分野の名称は工学とする。 

(1) 建築・生活デザインに関する幅広い専門知識及び技術を適切に利活用するこ



  

とができる。（「豊かな知識」，「説明する力」） 

(2) 社会に貢献する設計者・技術者としての高い倫理観を備え，優れた問題意識

に基づいて直面する問題の解決に取り組むことができる。（「豊かな知識・教養に基

づく高い倫理観」，「問題発見・解決力」） 

(3) 社会状況の変化に応じて様々に展開される新しい局面に批判的・客観的に対

峙し，問題を発見するとともに，解決策を構想・提案することができる。（「論理的・

批判的思考力」，「問題発見・解決力」 

(4) 豊かな教養と建築・生活デザインに対する広範な視野に基づいてコミュニケ

ーションを図ることができ，様々な人々と協働して問題解決にあたることができ

る。（「コミュニケーション力」，「リーダーシップ・協働力」） 

(5) 建築士の資格の取得，建築・生活デザイン分野の産業界への専門職としての

従事，建築・生活デザイン分野のより高度な専門性を身に付けるための建築・社会

基盤系の４年制大学への進学と，それぞれの未来像に向けて挑戦する心を備えなが

ら，自らの能力を内省することができる。（「挑戦力」，「省察力」） 

②ものづくり・サイエンス総合学科 

ものづくり・サイエンス総合学科は，２年以上在学し，日本大学短期大学部学則

に定める所定の授業科目を履修して，所定の単位を修得した上で，日本大学建学の

精神を理解するとともに，日本大学教育憲章に基づき，本大学の教育理念「自主創

造」の３つの構成要素「自ら学ぶ」，「自ら考える」，「自ら道をひらく」に係る，以

下に定める資質・能力を身に付けた者に対して卒業を認定し，短期大学士の学位を

授与する。分野別専門教育部門（機械工学分野，電気電子工学分野，情報科学分野，

応用化学分野，物理学分野，数学分野，総合科学分野）のうちから，卒業判定時に

おいて修得単位数が最大である専門分野をもって「主専攻分野」とする。ただし，

修得単位数が最大である専門分野が複数ある場合は，申請された専門分野をもって

主専攻分野とする。学位に付記する専攻分野の名称は，主専攻分野が機械工学，電

気電子工学，情報科学及び応用化学の場合は工学とし，物理学，数学及び総合科学

の場合は理学とする。 

(1) 主専攻分野における基本的な知識及びその応用について，体系的に理解する

ために必要な数学・物理学・情報リテラシーの基礎を身に付けている。（「幅広い知

識」） 

(2) 主専攻分野について，それぞれ次に掲げる基幹となる専門教育系列科目（基

幹教育系列科目）の学修を通じて，それらに関する基本的な知識及びものの考え方

を修得している。（「幅広い知識」） 

＜ 機械工学分野 ＞ 

「力学」，「材料力学」，「流体力学」，「機械工作法」 

＜ 電気電子工学分野 ＞ 

「電磁気学」，「電気回路」，「電子回路」，「電気計測」 

＜ 情報科学分野 ＞ 

「情報数理」，「Ｃ言語」，「コンピュータハードウェア」，「コンピュータシステム」 

＜ 応用化学分野 ＞ 

「物理化学」，「無機・分析化学」，「有機化学」，「生命科学」 

＜ 物理学分野 ＞ 

「力学」，「電磁気学」，「量子力学」，「物理数学」 

＜ 数学分野 ＞ 

「微分積分学」，「代数学幾何学」，「微分方程式」，「数学通論」 

＜ 総合科学分野 ＞ 

「微分積分・ベクトル解析」，「線形代数」，「物理・化学」，「情報活用・数理統計」 

(3) 幅広い知識と豊かな教養に基づいて，科学・技術に携わる者としての倫理観・

責任感を高めることができる。（「豊かな教養・知識に基づく高い倫理観」） 



  

(4) 情報リテラシーを活用して，多様な情報や知識を収集し，複眼的・論理的に分

析・整理して表現できる能力を身に付けている。（「論理的・批判的思考力」） 

(5) 自らの思考・判断のプロセスを説明し，伝達するためのプレゼンテーション

能力及びコミュニケーション能力を身に付けている。（「コミュニケーション力」） 

(6) 互いに異なる意見を持ちながら，建設的な議論を重ねて互いに学び成長する

とともに，コラボレーションを生み出す能力を身に付けている。（「リーダーシップ・

協働力」） 

(7) 修得した専門知識・汎用的技能・幅広い教養を総合的に活用しながら，自ら課

題を設定し，それを解決するために必要な創造力と自律的に学習する能力を身に付

けている。（「問題発見・解決力」，「挑戦力」，「省察力」） 

 

 「卒業の要件」については，日本大学短期大学部学則において，次のとおり定めら

れている。 

＜建築・生活デザイン学科＞ 

全学共通教育科目から６単位，総合教育科目から履修方法に基づき８単位以上，

専門科目から履修方法に基づき32単位以上及びこれらの科目区分から任意に16単

位以上を選択履修し，総計62単位以上を修得しなければならない。 

＜ものづくり・サイエンス総合学科＞ 

全学共通教育科目から６単位，総合教育科目から履修方法に基づき８単位以上，

専門科目から履修方法に基づき32単位以上及びこれらの科目区分から任意に16単

位以上を選択履修し，総計 62単位以上を修得しなければならない。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

１ 三島校舎 
https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/guide/policy/ 

２ 船橋校舎 
①学位に付記する専攻分野別 
https://www.jcn.nihon-
u.ac.jp/data/about/education/1_1_2.pdf?201811021930
00 

 
②学科別 
https://www.jcn.nihon-

u.ac.jp/data/about/education/1_2_3.pdf?201811021930

00 

 

  

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/data/about/education/1_1_2.pdf?20181102193000
https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/data/about/education/1_1_2.pdf?20181102193000
https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/data/about/education/1_1_2.pdf?20181102193000


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 日本大学短期大学部 

設置者名 学校法人日本大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 
財産目録 https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 
事業報告書 https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 
監事による監査報告（書） https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画    対象年度：令和２年度～（継続計画含む）） 

公表方法：https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 

中長期計画（名称：事業計画    対象年度：令和２年度～（継続計画含む）） 

公表方法：https://www.nihon-u.ac.jp/disclosur/financial/report/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.nihon-u.ac.jp/about_nu/evaluation/self_evaluation/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.nihon-u.ac.jp/about_nu/evaluation/result/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 ビジネス教養学科 食物栄養学科 専攻科食物栄養専攻 建築・生活デザ

イン学科 ものづくり・サイエンス総合学科 

教育研究上の目的（公表方法：インターネットによる公表） 

（概要） 

１ 三島校舎 https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/guide/policy/ 

①ビジネス教養学科 

  外国語の能力及び社会人としての基礎的な教養を幅広く学習するとともに、異文

化理解やコミュニケーションスキルを身に付ける。経済学・商学・国際関係学を中

心に、情報処理学・観光・会計実務・マナーなど、ビジネス環境において即戦力とな

る人材養成のための専門教育分野に加え、急激に変化する社会に対応し、将来への

キャリア・パスを自主創造し人間関係を築くことのできる教養を持った人材を養成

する。 

②食物栄養学科 

  活力のある社会を実現する上で欠かせない健全な食生活による健康の維持・増進

を担える人材を養成するため、幅広い教養を身に付けるとともに、栄養と健康に関

する専門知識と技術を習得する。さらに地域社会に密着した食と健康の問題に栄養

士及び管理栄養士として取り組み、将来、人々の豊かな食生活と健康の実現に貢献

できる教育を行う。 

③専攻科食物栄養専攻 

  栄養士養成課程で修得した知識と技術を基とし，自主性，自律性を重んじ，より

高度な専門知識に加えて実践的な技能と応用力を修得することを目的とする。また，

深く真理を探究して新たな栄養学の知見を創造し，その成果を広く社会に還元する

ことにより，社会の発展に寄与・貢献できる人材を養成する。 

２ 船橋校舎  

https://www.jcn.nihon-

u.ac.jp/data/about/education/c_policy.pdf?20181102193000 

短期大学部（船橋校舎）の「教育研究上の目的」は，次のとおりとなっている。 

①建築・生活デザイン学科 

  都市から建築・インテリアまで，日常生活の舞台となる地球・地域環境や生活環

境について，工学的観点・デザイン的側面・社会的視点など幅広い見地から関心を

育み，建築・生活デザインに関する知識及び技術を授け，問題意識を培うことによ

り，快適で安全な建築・住空間と都市の創造に取り組む設計者・技術者など，持続的

発展可能な社会の構築に対し，自ら学び，考え，創造する姿勢・習慣を備えた人材を

養成する。 

②ものづくり・サイエンス総合学科 

  知識基盤社会における多様な学習機会並びに基礎づくりの場を提供するととも

に，高等教育のファーストステージとしての役割・機能を積極的に果たし，社会の

一員としての自律性，倫理性，公共性を育み，知的活動及び社会生活に必要な基礎

的・汎用的能力を培い，幅広い教養と機械工学分野，電気電子工学分野，情報科学分

野，応用化学分野，物理学分野，数学分野及び総合科学分野のうち一分野に関する

専門的知識・技能を有し，技術革新により産業構造が急速に変化する中，社会の様々

な分野において活躍し得る，自ら学び，考え，物事に取り組む姿勢・習慣を備えた積

極的な人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：インターネットによる公表） 



  

（概要） 

１ 三島校舎 

①ビジネス教養学科 

日本大学短期大学部ビジネス教養学科（短期大学士（商経学））は，日本大学教

育憲章に基づき，「日本大学の目的及び使命」を理解し，次表に示す「自主創造」

を構成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本

短期大学部（短期大学士（商経学））における能力を修得した者に，「短期大学士

（商経学）」の学位を授与する。 

DP1 社会人として求められる水準の確かな知識と教養に基づき，倫理観を高めるこ

とができる。 

DP2 国際的視点から，地域社会にとって必要な情報収集・分析し，自らの考えを説明

することができる。 

DP3 ビジネス教養学科の専門分野を体系的に理解し，論理的な思考，批判的な思考 

をすることができる。 

DP4 ビジネス環境において新たな問題点を発見し，実務に即応した解決策を提案す

ることができる。 

DP5 新しい知識への拡大を伴った興味を育み，適切な目標と手段を見定め，自己の

能力を高めることができる。 

DP6 他者との協働とコミュニケーションを通じ，ビジネス環境で自らの意見を説明

し伝えることができる。 

DP7 社会人として必要な組織と個人の役割を理解し，組織の一員として目標達成に

向け自己をマネジメントできる。 

DP8 自己を理解し，自らの価値観を拠り所としたキャリア・パスを発見，選択するこ

とができる。 

②食物栄養学科 

日本大学短期大学部食物栄養学科（短期大学士（栄養学））は，日本大学教育憲

章に基づき，「日本大学の目的及び使命」を理解し，次表に示す「自主創造」を構

成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本短期

大学部（短期大学士（栄養学））における能力を修得した者に，「短期大学士（栄

養学）」の学位を授与する。 

DP1 社会人として幅広い教養と栄養士としての倫理観を高めることができる。 

DP2 国際的な視点から，必要な情報を収集・分析し，食物・栄養に関する、自らの考

えを説明することができる。 

DP3 栄養学を体系的に理化して得られる情報に基づき，論理的な思考・批判的な思考

をすることができる。 

DP4 栄養学に関する視点から，新たな問題を発見し，解決策をデザインすることがで

きる。 

DP5 栄養学の視点から，適切な目標と手段を見定め，新たな課題にも挑戦し，やり抜

くことができる。 

DP6 栄養学に関する多様な考えを受け入れ，適切な手段で自らの考えを伝えて相互

に理解することができる。 

DP7 チームの一員として目的・目標を他者と共有し，目標達成に向けて働きかけな

がら，協働することができる。 

DP8 経験を主体的・客観的に振り返り，気づきを学びに変えて継続的に自己を高め

ることができる。 

③専攻科食物栄養専攻 

  日本大学短期大学部専攻科食物栄養専攻では，日本大学教育憲章に基づき，「日

本大学の目的及び使命」を理解し，次表に示す「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」，

「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本短期大学部専攻科食物栄養



  

専攻における能力を修得した者は，独立行政法人大学評価・学位授与機構の審査を

経て，「学士（栄養学）」の学位を取得できる。 

DP1  短期大学部で修得した幅広い教養と栄養士としての倫理観を高めることがで

きる。 

DP2  実社会における実務としての栄養学に関する対応能力を持ち，創造的に活用

し，国際的な知識や情報を受信・発信することができる。 

DP3  短期大学等で修得した専門知識と技術に加えて，より高度な専門的知識と実

践的技術を持って，食と健康について多面的に考察することができる。 

DP4  自覚的に自己研鑽を継続する姿勢を持ち，広い視野から関連科目を研究し，問

題解決のために活用できる。 

DP5  栄養学の視点から，適切な目標と手段を見定め，新たな課題にも挑戦し，やり

抜くことができる。 

DP6  多様な考えを受け入れ，適切な手段で自らの考えを伝えて相互に理解するこ

とができる。 

DP7  チームの一員として目的・目標を他者と共有し，目的・目標の達成に向けて働

きかけながら，協働することができる。 

DP8  経験を主観的・客観的に振り返り，気付きを学びに変えて継続的に自己を高め

ることができる。 

２ 船橋校舎 

① 建築・生活デザイン学科 

建築・生活デザイン学科は，２年以上在学し，日本大学短期大学部学則に定める

所定の授業科目を履修して，所定の単位を修得した上で，日本大学建学の精神を理

解するとともに，日本大学教育憲章に基づき，本大学の教育理念「自主創造」の３つ

の構成要素「自ら学ぶ」，「自ら考える」，「自ら道をひらく」に係る，以下に定め

る資質・能力を身に付けた者に対して卒業を認定し，短期大学士の学位を授与する。

分野別専門教育部門（デザイン系分野，エンジニアリング系分野）のうちから，卒業

判定時において修得単位数が最大である専門分野をもって「主専攻分野」とする。

ただし，修得単位数が最大である専門分野が複数ある場合は，申請された専門分野

をもって主専攻分野とする。学位に付記する専攻分野の名称は工学とする。 

(1) 建築・生活デザインに関する幅広い専門知識及び技術を適切に利活用すること

ができる。（「豊かな知識」，「説明する力」） 

(2) 社会に貢献する設計者・技術者としての高い倫理観を備え，優れた問題意識に

基づいて直面する問題の解決に取り組むことができる。（「豊かな知識・教養に基づ

く高い倫理観」，「問題発見・解決力」） 

(3) 社会状況の変化に応じて様々に展開される新しい局面に批判的・客観的に対峙

し，問題を発見するとともに，解決策を構想・提案することができる。（「論理的・

批判的思考力」，「問題発見・解決力」 

(4) 豊かな教養と建築・生活デザインに対する広範な視野に基づいてコミュニケー

ションを図ることができ，様々な人々と協働して問題解決にあたることができる。

（「コミュニケーション力」，「リーダーシップ・協働力」） 

(5) 建築士の資格の取得，建築・生活デザイン分野の産業界への専門職としての従

事，建築・生活デザイン分野のより高度な専門性を身に付けるための建築・社会基

盤系の４年制大学への進学と，それぞれの未来像に向けて挑戦する心を備えながら，

自らの能力を内省することができる。（「挑戦力」，「省察力」） 

② ものづくり・サイエンス総合学科 

ものづくり・サイエンス総合学科は，２年以上在学し，日本大学短期大学部学則

に定める所定の授業科目を履修して，所定の単位を修得した上で，日本大学建学の

精神を理解するとともに，日本大学教育憲章に基づき，本大学の教育理念「自主創

造」の３つの構成要素「自ら学ぶ」，「自ら考える」，「自ら道をひらく」に係る，



  

以下に定める資質・能力を身に付けた者に対して卒業を認定し，短期大学士の学位

を授与する。分野別専門教育部門（機械工学分野，電気電子工学分野，情報科学分

野，応用化学分野，物理学分野，数学分野，総合科学分野）のうちから，卒業判定

時において修得単位数が最大である専門分野をもって「主専攻分野」とする。ただ

し，修得単位数が最大である専門分野が複数ある場合は，申請された専門分野をも

って主専攻分野とする。学位に付記する専攻分野の名称は，主専攻分野が機械工学，

電気電子工学，情報科学及び応用化学の場合は工学とし，物理学，数学及び総合科

学の場合は理学とする。 

(1) 主専攻分野における基本的な知識及びその応用について，体系的に理解するた

めに必要な数学・物理学・情報リテラシーの基礎を身に付けている。（「幅広い知識」） 

(2) 主専攻分野について，それぞれ次に掲げる基幹となる専門教育系列科目（基幹

教育系列科目）の学修を通じて，それらに関する基本的な知識及びものの考え方を

修得している。（「幅広い知識」） 

＜ 機械工学分野 ＞ 

「力学」，「材料力学」，「流体力学」，「機械工作法」 

＜ 電気電子工学分野 ＞ 

「電磁気学」，「電気回路」，「電子回路」，「電気計測」 

＜ 情報科学分野 ＞ 

「情報数理」，「Ｃ言語」，「コンピュータハードウェア」，「コンピュータシステム」 

＜ 応用化学分野 ＞ 

「物理化学」，「無機・分析化学」，「有機化学」，「生命科学」 

＜ 物理学分野 ＞ 

「力学」，「電磁気学」，「量子力学」，「物理数学」 

＜ 数学分野 ＞ 

「微分積分学」，「代数学幾何学」，「微分方程式」，「数学通論」 

＜ 総合科学分野 ＞ 

「微分積分・ベクトル解析」，「線形代数」，「物理・化学」，「情報活用・数理統計」 

(3) 幅広い知識と豊かな教養に基づいて，科学・技術に携わる者としての倫理観・

責任感を高めることができる。（「豊かな教養・知識に基づく高い倫理観」） 

(4) 情報リテラシーを活用して，多様な情報や知識を収集し，複眼的・論理的に分

析・整理して表現できる能力を身に付けている。（「論理的・批判的思考力」） 

(5) 自らの思考・判断のプロセスを説明し，伝達するためのプレゼンテーション能

力及びコミュニケーション能力を身に付けている。（「コミュニケーション力」） 

(6) 互いに異なる意見を持ちながら，建設的な議論を重ねて互いに学び成長すると

ともに，コラボレーションを生み出す能力を身に付けている。（「リーダーシップ・

協働力」） 

(7) 修得した専門知識・汎用的技能・幅広い教養を総合的に活用しながら，自ら課

題を設定し，それを解決するために必要な創造力と自律的に学習する能力を身に付

けている。（「問題発見・解決力」，「挑戦力」，「省察力」） 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：インターネットによる公表） 

（概要） 

１ 三島校舎 https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/guide/policy/ 

① ビジネス教養学科 

短期大学部ビジネス教養学科（短期大学士（商経学））では，日本大学教育憲

章（以下，「憲章」という）を基に，専門分野を加味した卒業の認定に関する方

針に沿ってビジネス教養学科の教育課程を編成し実施する。「憲章」に基づく卒

業の認定に関する方針として示された次表の８つの能力（コンピテンシー）を養

成するために，総合教育科目，専門教育科目，外国語科目及び保健体育科目の授



  

業科目を各能力に即して体系化するとともに，講義・演習・実習等の授業形態を

組み入れた多様な学修方法による教育課程を編成し実施する。また，学修成果の

評価は，専門的な知識・技能及び態度を修得する授業科目に関しては，授業形態

や授業手法に即した多元的な評価方法により，各授業科目のシラバスに明示さ

れる学習到達目標の達成度について判定し，「憲章」に示される日本大学マイン

ドおよび自主創造の８つの能力（汎用的能力）への達成度に関しては，体系的に

編成された教育課程に基づく授業科目の単位修得状況，及び学生自身による振

り返り等をもとに段階的かつ総合的に判定する。 

CP1 総合教育科目・外国語・専門教育科目等を通じて培われた知識・教養に基づき 

倫理的に判断する能力を養成する。 

CP2 総合教育科目・専門教育科目等を通じて，グローバル社会における文化の多様 

性や世界情勢と日本社会との相互関係を理解し，自らの考えを効果的に説明す 

る能力を育成する。 

CP3 体系化された専門教育科目から得られる専門知識を選択・分析し論理的かつ批 

判的に自ら考え判断するための能力を育成する。 

CP4 専門教育科目から得られる専門知識に基づき，ビジネス環境における新たな問 

題点を発見し，解決のための選択肢を提案する能力を育成する。 

CP5 経済学・経営学・商学・国際関係学等の専門教育科目をバランスよく習得するこ 

とにより，自ら設定した目標に対しやり抜く力，新しいことに果敢に挑戦する 

力を育成する。 

CP6 総合教育科目や外国語科目において培われたコミュニケーション能力に加え， 

専門教育科目において習得したビジネス・スキルを養うことができる。 

CP7 総合教育科目・専門教育科目等を通じて，ビジネス社会での様々な役割を理解 

し，組織人として行動するための基礎知識を習得し，他者と協働する能力を育 

成する。 

CP8 総合教育科目の初年次教育ならびに専門教育科目のキャリア教育に関連する科 

目を通じて,自己を振り返り，自身の価値観を基礎としたキャリア計画力を育成 

する。 

② 食物栄養学科 

  短期大学部食物栄養が学科（短期大学士（栄養学））では，日本大学教育憲章（以

下，「憲章」という）を基に，専門分野を加味した卒業の認定に関する方針に沿って

学科別の教育課程を編成し実施する。「憲章」に基づく卒業の認定に関する方針と

して示された次表の８つの能力（コンピテンシー）を養成するために，総合教育科

目，専門教育科目，外国語科目及び保健体育科目の授業科目を各能力に即して体系

化するとともに，講義・演習・実験・実習等の授業形態を組み入れた多様な学修方法

による教育課程を編成し実施する。また，学修成果の評価は，専門的な知識・技能及

び態度を修得する授業科目に関しては，授業形態や授業手法に即した多元的な評価

方法により，各授業科目のシラバスに明示される学習到達目標の達成度について判

定し，「憲章」に示される日本大学マインド及び自主創造の８つの能力（汎用的能

力）への達成度に関しては，体系的に編成された教育課程に基づく授業科目の単位

修得状況，及び学生自身による振り返り等をもとに段階的かつ総合的に判定する。 

CP1 人文・社会・自然の各分野とヒトと食物に関する基礎的な知識を主体的に学び，

豊かな人間性と栄養士としての基本姿勢，そして高い倫理観を養い，責任あ

る行動ができる者を養成する。 

CP2 総合教育科目，栄養系科目等を通じて，国際的視点から必要な情報を収集・分

析し，自らの考え方を効果的に説明する能力を育成する。 

CP3 体系化された栄養系専門教育科目から得られる専門知識に基づき，論理的かつ

批判的に思考する能力を育成する。 



  

CP4 栄養系専門教育科目を通じて培われた知識・技能・態度を活用して，新たな問

題を発見し,解決策をデザインする能力を育成する。 

CP5 栄養学に関する体系的知識の修得から培われた栄養学の基礎知識に基づき，新

しい課題に果敢に挑戦する力を育成する。 

CP6 コミュニケーション能力を裏付ける講義・実験・実習科目等を通じて，多様な

考え方を受け入れ，違いを明確にしたうえで議論し，自分の考えを伝える能

力を育成する。 

CP7 講義・実験・実習科目を通じて，栄養学の新たな課題を解決するために自らの

意志と役割をもって他者と協働する能力を育成する。 

CP8  基礎科目と栄養学系専門科目のキャリア教育に関連する科目を通じて，自己

を知り，振り返ることで継続的に自己を高める力を育成する。 

③専攻科食物栄養専攻 

  専攻科食物栄養専攻（学士（栄養学））では，日本大学教育憲章（以下，「憲章」

という）を基に，専門分野を加味した修了認定に関する方針に沿って学科別の教育

課程を編成し実施する。「憲章」に基づく卒業の認定に関する方針として示された

次表の８つの能力（コンピテンシー）を養成するために，講義科目，演習実験実習科

目を各能力に即して体系化するとともに，講義・演習・実験・実習等の授業形態を組

み入れた多様な学修方法による教育課程を編成し実施する。また，学修成果の評価

は，専門的な知識・技能及び態度を修得する授業科目に関しては，授業形態や授業

手法に即した多元的な評価方法により，各授業科目のシラバスに明示される学習到

達目標の達成度について判定し，「憲章」に示される日本大学マインド及び自主創

造の８つの能力（汎用的能力）への達成度に関しては，体系的に編成された教育課

程に基づく授業科目の単位修得状況，及び学生自身による振り返り等をもとに段階

的かつ総合的に判定する。 

CP1 栄養士として豊かな教養と高い倫理観を備えて,専門的かつ責任ある行動がで 

きる者を養成する。 

CP2 日本及び諸外国における栄養学に関する様々な問題を認識し，的確な知識や情 

報を発信する力を身につけた者を養成する。 

CP3 食と健康について多面的に考察し，物事を論理的，合理的かつ批判的に述べる 

ことができる能力を育成する。 

CP4 自らが取り組むべき栄養学の課題を探求し，広い視野から問題を解決すること 

ができる能力を育成する。 

CP5 栄養学に関する体系的知識を修得から培われた栄養学の基礎知識に基づき，新 

しい課題に果敢に挑戦する力を育成する。 

CP6 コミュニケーション能力を裏付ける講義，実験，実習科目等を通じて，多様な 

考え方を受け入れ，違いを明確にしたうえで議論し，自らの考えを伝える能力 

を育成する。 

CP7 講義・実験・実習科目を通じて，栄養学の新たな課題を解決するために自らの 

意志と役割をもって，他者と協働する能力を育成する。 

CP8 基礎科目と栄養学系科目のキャリア教育に関連する科目を通じて，自己を振り 

返ることで継続的に自己を高める力を育成する。 

２ 船橋校舎 

① 建築・生活デザイン学科 

建築・生活デザイン学科では，卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に

掲げる資質・能力を身に付けさせるため，「共通プログラム」を含む「デザイン系」，

「エンジニアリング系」の２専門分野を擁する学科であることを踏まえ，全学共通教育

科目（必修科目），総合教育科目（必修科目，教養教育部門，言語教育部門），専門教

育科目（ゼミナール，卒業研究，共通基礎教育部門，共通専門教育部門，分野別専門教

育部門，キャリア・職業教育部門）及び補充教育科目を体系的に開設するとともに，講



  

義・演習・実験・実習の授業形態を適切に組み入れた教育課程を編成し実施する。各授

業科目間の関連や学修過程の順次性・体系性については，履修系統図により分かりやす

く明示する。教育内容・方法及び学修成果の評価に関する方針については，以下のとお

りである。 

＜ 教育内容・方法 ＞ 

(1) 日本大学全学共通教育科目として，全学共通の基礎的素養としての技能・態度を身

に付けるため，初年次教育科目「自主創造の基礎１」（必修）及び「自主創造の基礎２」

（必修）をそれぞれ１年前学期及び１年後学期に開設する。また日本大学教育憲章に掲

げられている「日本の特質を理解し，伝える力」を中心とした知識・技能を身に付ける

ため，教養基盤科目「日本を考える」（必修）を１年後学期に開設する。 

(2) 初年次教育の一環として，進路選択のための「入門ゼミナール」（必修）を１年前

学期に開設し，理工学と社会の多面的な関係について横断的な理解を図るとともに，学

生の専門分野選択や進路決定の一助とする。 

(3) ２年間を通じて総合教育科目（教養教育部門）を開設し，理系・文系の学問領域に

とらわれない幅広い知識と豊かな教養を身に付け，技術者としての倫理観・責任感を高

めようとする態度を培うとともに，国内外の情勢を把握し理解を深め，そこに存在する

多様な文化や背景を理解し，国際社会が直面する問題を説明できる能力を養成する。あ

わせて，健康的な社会生活を送るのに必要な基礎を教育・指導するため，スポーツ系科

目を開設する。 

(4) ２年間を通じて総合教育科目（言語教育部門）を開設し，学修や職業生活，社会生

活を支える日本語，並びに異文化コミュニケーションツールとしての英語及び中国語で

の表現力を養成する。必要に応じて習熟度別クラス編成を行うとともに，１年前学期か

ら段階的に学修を進められるように各科目の適切な学期配置を行う。 

(5) １年前学期では，「共通プログラム」の学修を通じて，建築・生活デザインに関す

る基礎知識を修得する。また，自らの興味の観点と学びの進路を動機付ける。 

(6) １年後学期からは，上記２専門分野から学びの中心となる主専攻分野を選択し，就

職や進学，資格取得の希望などそれぞれの目標や志望に合わせて，主専攻分野の専門教

育科目を中心に，幅広い専門的知識を修得する。 

(7) １年前学期「入門ゼミナール」（必修）に続き，１年後学期「基礎ゼミナール」（必

修），２年後学期「卒業研究」（必修）を開設し，総合的な専門知識を修得するととも

に，自ら考え，コミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を養成する。 

(8) 達成度評価科目として，２年前学期に「総合ゼミナール」（必修）を開設し，各専

門分野の基幹となる学修内容について，専門知識の定着及び総合的な理解度の向上を図

る。 

(9) ２年後学期の「卒業研究」（必修）では，在学中の学修成果の集大成として，卒業

の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）に示した汎用的能力及び短期大学士課程

としての主専攻分野における最終的な達成度を確認する。 

(10) 基礎学力を確保するとともに，専門性の高い科目を理解するための橋渡しとし

て，補充教育科目を開設する。 

(11) 「キャリア・職業教育部門」の学修を通じて，技術者としての倫理観と将来の職

業選択についての基礎的知識を修得する。 

(12) 学生の主体的に学ぶ能力を育成するため，多くの授業科目でアクティブ・ラーニ

ングの手法を取り入れる。 

② ものづくり・サイエンス総合学科 

 ものづくり・サイエンス総合学科では，卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリ

シー）に掲げる資質・能力を身に付けさせるため，機械工学，電気電子工学，情報科学，

応用化学，物理学，数学，総合科学と多岐にわたる学問分野を擁する学科であることを

踏まえ，全学共通教育科目（必修科目），総合教育科目（必修科目，教養教育部門，言

語教育部門），専門教育科目（ゼミナール，卒業研究，分野別専門教育部門，キャリア・

職業教育部門）及び補充教育科目を体系的に開設するとともに，講義・演習・実験・実

習の授業形態を適切に組み入れた教育課程を編成し実施する。特に専門教育では，分野



  

複眼的教育を実施するため，個々の専門分野に特化した授業科目（目的遂行的科目）と

ともに，複数の専門分野に共通した授業科目（価値創造的科目）を開設する。また，学

生の学修意欲を保ち，密度の濃い主体的な学修を可能とするため，クォータ制の運用に

より，学生が同時に履修する授業科目数の削減を図るとともに，同一授業科目の週複数

回実施を推進する。各授業科目間の関連や学修過程の順次性・体系性については，履修

系統図により分かりやすく明示する。教育内容・方法及び学修成果の評価に関する方針

については，以下のとおりである。 

＜ 教育内容・方法 ＞ 

(1) 日本大学全学共通教育科目として，全学共通の基礎的素養としての技能・態度を身

に付けるため，初年次教育科目「自主創造の基礎１」（必修）及び「自主創造の基礎２」

（必修）をそれぞれ１年前学期及び１年後学期に開設する。また日本大学教育憲章に掲

げられている「日本の特質を理解し，伝える力」を中心とした知識・技能を身に付ける

ため，教養基盤科目「日本を考える」（必修）を１年後学期に開設する。 

(2) 初年次教育の一環として，進路選択のための「入門ゼミナール」（必修）を 1年前

学期に開設し，理工学と社会の多面的な関係について横断的な理解を図るとともに，学

生の専門分野選択や進路決定の一助とする。 

(3) ２年間を通じて総合教育科目（教養教育部門）を開設し，理系・文系の学問領域に

とらわれない幅広い知識と豊かな教養を身に付け，技術者としての倫理観・責任感を高

めようとする態度を培うとともに，国内外の情勢を把握し理解を深め，そこに存在する

多様な文化や背景を理解し，国際社会が直面する問題を説明できる能力を養成する。あ

わせて，健康的な社会生活を送るのに必要な基礎を教育・指導するため，スポーツ系科

目を開設する。 

(4) ２年間を通じて総合教育科目（言語教育部門）を開設し，学修や職業生活，社会生

活を支える日本語及び異文化コミュニケーションツールとしての英語による表現力を

養成する。必要に応じて習熟度別クラス編成を行うとともに，１年前学期から段階的に

学修を進められるように各科目の適切な学期配置を行う。 

(5) １年前学期には，学生の多様な志向や進路に対応するため，全専門分野共通の学問

的基盤となる専門教育科目を集中的に配置し，全分野共通の基礎学力を養成する。必要

に応じて習熟度別クラス編成を行い，補充教育科目と連動した体系的な基礎教育を行

う。基幹教育系列科目については，講義科目だけでなく，演習科目・実験科目も併せて

開設する。 

(6) １年後学期以降に，機械工学，電気電子工学，情報科学，応用化学，物理学，数学，

総合科学の分野別専門教育科目を開設し，専門分野別の基礎知識やものの考え方を修得

させるとともに，実験・実習・演習科目を通じて技能・応用面での実力を養い，得られ

たデータ等を的確に分析・評価し，考察する能力を養成する。 

(7) １年前学期「入門ゼミナール」（必修）に続き，１年後学期「基礎ゼミナール」（必

修），２年前学期「発展ゼミナール」（必修），２年後学期「卒業研究」（必修）を開

設し，少人数での教育・指導を通じて，専門的な知識や考え方に加えて，小集団の中で

の個性の伸長やコミュニケーション能力，プレゼンテーション能力を養成する。 

(8) 卒業達成度評価科目として，２年後学期に「総合ゼミナール」（必修）を開設し，

各主専攻分野の基幹教育系列科目の学修内容について，専門知識の定着及び総合的な理

解度の向上を図る。 

(9) ２年後学期「卒業研究」（必修）では，２年前学期「発展ゼミナール」（必修）と

併せて，在学中の学修成果の集大成として，卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポ

リシー）に示した汎用的能力及び短期大学士課程としての主専攻分野における最終的な

達成度を確認する。 

(10) 各主専攻分野での学修の前提となる基礎学力を確保するとともに，より高度な専

門教育科目の履修を支援するため，補充教育科目を開設する。 

(11) 専門教育科目「キャリア・職業教育部門」の中にキャリア・職業教育のための科

目を開設する。 

(12) 学生の主体的に学ぶ能力を育成するため，多くの授業科目でアクティブ・ラーニ



  

ングの手法を取り入れる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：インターネットによる公表） 

（概要） 

１ 三島校舎 https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/guide/policy/ 

①ビジネス教養学科   

（１）幅広い知識を身につけることに旺盛な意志を持ち，同時に高い倫理観を養い，

地域社会への貢献に強い意欲を持つ者。     

（２）ビジネス教養学科の教育課程の専門的な知識と実践的な技能の修得を志し，

グローバルな社会での活躍を目指す者。     

※入学前に修得しておくことが望まれる学業内容 

高等学校教育課程全般の基礎的な理解に加え，特に日本の地理，近現代史，公民

の学業内容と国際社会の関係に興味と基礎的な理解を持つことが望ましい。 

②食物栄養学科 

（１）大学における学修・研究や将来の生き方に課題を持ち，強い意欲と栄養士に

適した資質を有する者。 

（２）実社会や海外留学等の経験を学修・研究等に活かす等の課題を持ち，強い意

欲を有する者。 

（３）食文化やスポーツ，福祉活動等に明確な課題を持ち，強い意欲を有する者。 

※入学前に修得しておくことが望まれる学業内容 

高等学校教育課程全般はもとより，特に食物及び人の健康に関する学業内容か

ら食生活と健康への興味を高め，理解を深めていることが望ましい。 

③専攻科食物栄養専攻 

（１）短期大学等で修得した専門的知識と技能に加えて，より高度な食物と栄養に

関する専門的知識と実践的技能を身につけた食の専門家を目指す者。 

（２）高齢社会，生活習慣病などが問題となる社会情勢を考慮して，広い視野から

関連科目を研究し，応用・実践する実力を兼備した食生活の指導者を目指す

者。 

（３）食文化やスポーツ，福祉活動等に明確な課題を持ち，強い意欲を有する者。 

※入学前に修得しておくことが望まれる学業内容    

   栄養士養成課程全般の内容はもとより，栄養士としての社会的役割を理解して，

栄養面から健康的な食生活が提案できる知識を深めていることが望ましい。 
２ 船橋校舎 

https://www.jcn.nihon-

u.ac.jp/data/about/education/1_3.pdf?20181102193000 

①建築・生活デザイン学科 

建築・生活デザイン学科は，建築・都市から住空間・インテリアまで，人間生活

の舞台となる環境について，工学的観点・芸術的側面・社会的視点など幅広い見地

から関心と問題意識を抱き，豊かで快適な生活空間の創造に取り組む意欲のある，

次に該当する者を受け入れます。 

(1) 建築・生活デザインに関する幅広い専門知識と技術を身に付けたい者。 

(2) 高い倫理観を備え，優れた問題意識に基づき，直面する問題の解決に取り組む

などの社会に貢献する設計者・技術者を目指す者。 

(3) 社会の変化に応じて様々に展開される新しい局面に批判的・客観的に対峙し，

問題を発見するとともに，解決策を構想・提案したいと考えている者。 

(4) 豊かな教養と建築・生活デザインに対する広範な視野に基づいてコミュニケー

ションを図り，様々な人々と協働して問題解決を図る意思を有する者。 

(5) 建築士の資格の取得，建築・生活デザイン分野の産業界への専門職としての従

事，建築・生活デザイン分野のより高度な専門性を身に付けるための建築・社会基



  

盤系の４年制大学への進学を志す者。 

(6) 高等学校学習指導要領に基づく現代文分野の「文章を筋道立てて読みとる読解

力」および「それを正しく明確に日本語で伝える表現力」に関する基本的能力を身

に付けている者。 

(7) 高等学校学習指導要領に基づく「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａおよび数学Ｂ」の基

本的な知識と技法を習得している者。 

②ものづくり・サイエンス総合学科 

ものづくり・サイエンス総合学科は，本学科の教育研究上の目的，卒業認定・学

位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成・実施の方針（カリキュ

ラム・ポリシー）に基づいた教育を受けるために必要な，次に掲げる関心，目的意

識，意欲，知識・技能，能力を備えた入学者を求めます。 

(1) 機械工学，電気電子工学，情報科学，応用化学，物理学，数学，総合科学のい

ずれかの専門分野に関心があり，その分野の専門的知識・技能を身に付けたいと

いう目的意識と意欲を持っている。 

(2) 人文科学，社会科学，芸術・文化など，幅広い教養を身に付けたいという意欲

を持っている。 

(3) 義務教育段階及び高等学校段階での学習内容について，その基礎的事項を幅広

く習得している。 

(4) 高等学校の教育課程における国語科目「国語総合（漢文を除く）」の履修を通じ

て，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」というコミュニケーション

能力の基礎を身に付けている。 

(5) 高等学校の教育課程における数学科目「数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂ」の

履修内容を身に付けている。 

(6) 入学前教育として提供する学習課題や入学前講座に自主的に取り組み，最後ま

でやり遂げることができる。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：インターネットによる公表。 

１ 三島校舎 

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/guide/info-ed/ 

２ 船橋校舎 

①短期大学部（船橋校舎）の名称及び紹介  

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/about/ 

②学科又は専攻課程単位の名称及び紹介 

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/data/about/education/2_2.pdf?20181102193000 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 0 人 － 0 人 

ビジネス教養学科 － 5 人 2 人 1 人 0 人 0 人 8 人 

食物栄養学科 － 3 人 3 人 0 人 2 人 3 人 11 人 

専攻科食物栄養専攻 － 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

建築・生活デザイン学科 － 6 人 4 人 4 人 4 人 3 人 14 人 
ものづくり・サイエンス総

合学科 
－ 

7 人 2 人 0 人 2 人 3 人 15 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 133 人 133 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：http://kenkyu-web.cin.nihon-u.ac.jp 

/scripts/websearch/index.htm 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

日本大学では，FD を「自主創造の理念の下に大学を取り巻く外的諸要因をも分析し

て，学問領域単位（学科・専攻等）での教育プログラムを常に見直し，それらを実行す

るため教員と職員が協働し，学生の参画を得ながら組織的に取り組む諸活動」と定義し

ており，全学的に推進していくために「日本大学 FD 推進センターを設置している。全

学 FD 委員会を組織し，全学的な理解浸透を図ると共に，より細かな検討及び企画につ

いては，３つの専門ワーキンググループを組織し，年間の FD ワークショップ等の運営

及び情報発信を行っている。また，大学として年間を通じて開催している FD ワークシ

ョップ等は以下記載のとおりである。 

①新任教員ワークショップ（日本大学教育憲章の理解とグループワークによるシラバス

作成） 

②全学 FD ワークショップ（アウトカム基盤型の教育の理解及びカリキュラムプランニ

ングの修得） 

③全学 FDワークショップ＠キャンパス（各学部における FD研修会の実施） 

④学生 FD CHAmmiT（学生スタッフが企画立案し教職学で議論するしゃべり場を主とし

た教育改善イベント） 

⑤各種 FDシンポジウムの企画・実施 
 

以下は，各校舎での主な FD の状況である。 

１ 三島校舎 

  前期・後期に分けて全ての科目で授業評価アンケートを実施・集計して，各授業担当

者へフィードバックし授業改善に役立てている。新任教員の授業をＦＤ委員が授業参観

し，適宜アドバイスを与えながら教育の質の向上につとめている。さらに１年に１回，

ＦＤ講演会（令和元年度は，障がい学生に対する授業支援についての講演会）を実施し

ている。また，授業評価アンケートの結果は，区分毎に学生専用のポータルサイトを通

じて公開している。 

２ 船橋校舎 

① 研修会 

短期大学部（船橋校舎）教職員教育改善委員会主催で，年２回「教職員研修会」を実

施している。これに加え，大学教員としての能力開発を目的とした講習及びワークショ

ップからなる「新任教員向けＦＤ研修会」を，「理工学部ＦＤ委員会」が毎年９月に開



  

催（平成２１年度以降）しており，短大の新規採用教員についても全員を参加対象とし

ている。 

② 授業改善のためのアンケート 

教員が自己の教育能力について客観的な評価を受ける機会をもつことにより，教員

自身で教育内容等の改善充実を図ることを目的として実施している。 

対象科目は短大に設置されている全ての科目（履修登録者数が５名未満の科目につい

ては実施しない）であり，各学期に所定の学生回答期間を設定し，学生所有のスマート

フォン及びパソコン等を利用して回答できるよう専用のシステムを構築している。 

また，学生の回答データについては，半期ごとに集計・分析の上，分析結果に対する

学科コメントを付し，短大ホームページ上に掲載している。 

③ その他取組み等 

（１） 授業公開及び授業参観 

教員相互の授業公開と授業参観を行うことにより，授業内容や教授法の情報共有を通

じて授業の改善に役立てることを目的として，平成３０年度前学期まで実施していた。

公開する授業は，短大に設置されている全科目とし，授業参観者は短大の専任教員，兼

担教員及び非常勤講師としていた。 

（２） 授業改善トライアル 

上記③－（１）「授業公開及び授業参観」により蓄積された経験を基礎とし，教員が

自身の授業科目において学生の理解度向上や修学意欲向上に繋がると考えられる事柄

を新たに実践し，その結果を他の教員と相互に共有することで，教育の“グッド・ノウ

ハウ”を蓄積し，教員個人のみならず短期大学部（船橋校舎）全体の教育の質的な向上

を目的とし，平成３０年度後学期から実施している。 

短大の全専任教員を対象とし，実践後は所定の報告用紙により実施内容等の報告を課

している。また，上記１「教職員研修会」において，各学科・教室における事例の報告

を行い，成功例，失敗例及び改善点等について共有した。 

（３） 全学ＦＤワークショップへの参加 

日本大学本部が主催する当ワークショップについて，短大専任教員を派遣している。 

（４）日本大学 FD CHAmmiT への参加 

日本大学本部が主催する当イベントについて，短大専任教員及び学生を派遣してい

る。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

ビジネス教養

学科 100 人 108 人 108％ 200 人 220 人 110％ 0 人 0 人 

食物栄養学科 100 人 90 人 90％ 200 人 160 人 80％ 0 人 0 人 

専攻科食物栄

養専攻 20 人 14 人 70％ 40 人 33 人 82％ 0 人 0 人 

建築・生活デ

ザイン学科 110 人 120 人 109％ 220 人 236 人 107％ 0 人 0 人 
ものづくり・サイ

エンス総合学科 70 人 75 人 107％ 140 人 153 人 109％ 0 人 0 人 

合計 400 人 407 人 101％ 800 人 802 人 100％ 0 人 0 人 

（備考） 



  

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

ビジネス教養学科 
81 人 

（100％） 

43 人 

（53.1％） 

31 人 

（38.3％） 

7 人 

（8.6％） 

食物栄養学科 
73 人 

（100％） 

18 人 

（24.7％） 

46 人 

（63％） 

9 人 

（12.3％） 

専攻科食物栄養専

攻 
13 人 

（100％） 

0 人 

（ ％） 

13 人 

（100％） 

0 人 

（ ％） 

建築・生活デザイ

ン学科 
84 人 

（100％） 

68 人 

（81％） 

8 人 

（9.5％） 

6 人 

（9.5％） 

ものづくり・サイ

エンス総合学科 
56 人 

（100％） 

49 人 

（87.5％） 

5 人 

（8.9％) 

2 人 

（3.6％） 

合計 
307 人 

（100％） 

178 人 

（  58％） 

103 人 

（  34％） 

24 人 

（  8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

ビジネス教養

学科 

91 人 

（100％） 

80 人 

（87.9％） 

6 人 

（6.6％） 

5 人 

（5.5％） 

0 人 

（ 0.0％） 

食物栄養学科 
78 人 

（100％） 

69 人 

（88.4％） 

2 人 

（2.6％） 

7 人 

（9.0％） 

0 人 

（ 0.0％） 

専攻科食物栄

養専攻 

15 人 

（100％） 

13 人 

（86.6％） 

1 人 

（6.7％） 

1 人 

（6.7％） 

0 人 

（ 0.0％） 

建築・生活デ

ザイン学科 

91 人 

（100％） 

82 人 

（90.1％） 

3 人 

（ 3.3％） 

6 人 

（ 6.6％） 

0 人 

（ 0.0％） 

ものづくり・

サイエンス総

合学科 

66 人 

（100％） 

55 人 

（83.3％） 

7 人 

（10.6％） 

4 人 

（ 6.1％） 

0 人 

（ 0.0％） 

合計 
341 人 

（100％） 

299 人 

（  88％） 

19 人 

（  6％） 

23 人 

（  7％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画（シラバス）は，①授業の概要，②授業の目的・到達目標，③授業の方法，

準備学習・授業時間外の学習，④授業計画，⑤成績評価の方法及び基準，⑥教科書・ 

参考書等，⑦連絡先（オフィスアワー，email など），⑧履修上の注意，受講生に対する

要望等を最低限の項目とし，各学部の状況に応じて記載項目を追加し，授業担当者に作

成を依頼している。また，授業計画（シラバス）は，当該科目の担当以外の教員による

シラバス第三者が，作成された授業計画（シラバス）について，「卒業に関する基本方



  

針」及び「教育課程の編成・実施の方針」に則した内容になっているかといった観点か

ら点検を行い，全ての授業科目の点検が終了したのちに，各学部のホームページで公開

している。 
 

以下は，短期大学部各校舎の授業計画（シラバス）公表時期 

１ 三島校舎 原則，４月１日にホームページに公開 

２ 船橋校舎 ４月のガイダンス初日までにインターネット上で公表している。 

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/data/about/education/5_2.pdf?20181102193000 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修成果に係る評価方法及び基準については，以下のとおり本学短期大学部学則第 30

条，第 31 条及び第 32 条において規定している。また，各授業科目における成績評価方法

及び基準については，当該授業科目のシラバスの「成績評価の方法及び基準」に記載して

いる。 

第30条 学業成績は，授業科目ごとに行う試験によって，これを定める。ただし，

授業科目によっては，その他の方法で査定することができる。 

２ 試験には，平常試験・定期試験・追試験及び再試験がある。 

① 平常試験とは，当該授業科目履修者を対象に授業科目担当教員が学期の途中

に適宜行う試験のことをいう。 

② 定期試験とは，当該授業科目履修者を対象に大学の定めた試験期間中に行う

試験のことをいう。定期試験は学期末又は学年末に行う。 

③ 追試験とは，やむを得ない事由のため定期試験を受けることのできなかった

者のために行う試験のことをいう。 

④ 再試験とは，受験の結果不合格となった者のために行う試験のことをいう。 

 ３ 追試験及び再試験は，当該学科において必要と認めたときに限り，これを行う。 

第 31 条 修学についての所定の条件を備えていない者は，受験資格を失うことが

ある。 

第32条 学業成績の判定は，Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ及びＥの６種をもってこれを表し，

Ｓ（100～90点），Ａ（89～80点），Ｂ（79～70点），Ｃ（69～60点），Ｄ（59点

以下），Ｅ（履修登録したが成績を示さなかったもの）をもって表し，Ｓ，Ａ，

Ｂ，Ｃを合格，Ｄ，Ｅを不合格とする。合格した授業科目については，所定の単

位数が与えられる。 

２ 第１項の学業成績の学修結果を総合的に判断する指標として，総合平均点

（Grade Point Average，以下「ＧＰＡ」という）を用いることができる。 

３ 前項に定めるＧＰＡは，学業成績のうち，Ｓにつき４，Ａにつき３，Ｂにつき

２，Ｃにつき１，Ｄ及びＥにつき０をそれぞれ評価点として与え，各授業科目

の評価点にその単位数を乗じて得た積の合計を，総履修単位数（Ｐ又はＮとし

て表示された科目を除く）で除して算出する。ＧＰＡは，小数点第３位を四捨

五入し，小数点以下第２位まで有効とする。 

４ 第１項の規定にかかわらず，履修登録後，所定の中止手続きを取ったものはＰ，

修得単位として認定になったものはＮと表示する。 

５ ＧＰＡ算出の対象科目は，卒業要件単位数に含まれる授業科目（単位認定 

科目としてＮと表示された科目を除く）とする。 

６ ＧＰＡは，学期のＧＰＡ，年度のＧＰＡ及び入学時からの累積のＧＰＡとす



  

る。 

７ 通年科目は，学期のＧＰＡ算出の際には，後学期のＧＰＡに算入する。 

８ 授業科目を再履修した場合，累積のＧＰＡ算出の際には，直近の履修による

学業成績及び単位数のみを算入するものとし，以前の学業成績及び単位数は

算入しない。 

９ 試験において不正行為を行った場合は，処分を受けた条件に基づき，評価をＥ，

評価点はなしとして取り扱う。 
なお，授業計画（シラバス）には，学生が「何を学び，何ができるようになるか」とい

う学修の到達目標及び各授業担当者が設定した複数の成績評価の方法・基準を記載し，

学修成果を厳格かつ適正に評価し単位を与えている。卒業の認定に関する方針について

は，本学の「日本大学教育憲章」と各学科の教育研究上の目的等を踏まえ，制定してい

る。また，同方針は，学位（短期大学士）授与に当たっての修得すべき知識，態度，技能

が示され，この方針に基づいて学位が授与される。同方針は，短期大学部各校舎のホーム

ページ等に公表している。なお，各授業科目においては，同方針に定めた能力を獲得する

ために到達目標を定めており，それらの授業科目を履修・修得し，各学科が定めた卒業要

件（単位数等）を満たした学生については，教授会の議を経て学長が卒業を決定してい

る。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

短期大学部 

三島校舎 

ビジネス教養 62 単位 有 年間 48 単位 

食物栄養 62 単位 有 年間 48 単位 

専攻科食物栄養専

攻 
62 単位 有 年間 48 単位 

船橋校舎 

建築・生活デザイ

ン学科 
62 単位 有 25～29 単位 

ものづくり・サイ

エンス総合学科 
62 単位 有 25～29 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：インターネットによる公表。 

１ 三島校舎 

①ビジネス教養学科  ②食物栄養学科 

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/pdf/yoran_jc_2020.pdf 

③専攻科食物栄養専攻 

https://www.ir.nihon-

u.ac.jp/jc/pdf/yoran_jc_a_2020.pdf 

２ 船橋校舎 

https://www.jcn.nihon-

u.ac.jp/data/about/education/6_1.pdf?20181102193000 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：インターネットによる公表。 

１ 三島校舎 

  なし 

２ 船橋校舎 

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/about/enquete 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：インターネットによる公表。 

１ 三島校舎 

 https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/campuslife/#campus 

２ 船橋校舎 

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/campus/ 

 

https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/campus/


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考（任意記載事

項） 

三島キャンパス 

ビジネス教養学科 650,000 円 260,000 円 150,000 円  

食物栄養学科 700,000 円 260,000 円 300,000 円  

専攻科食物栄養専攻 700,000 円 260,000 円 300,000 円  

船橋キャンパス 

建築･生活デザイン学

科 
920,000 円 260,000 円 320,000 円 

 

ものづくり・サイエ

ンス総合学科 
920,000 円 260,000 円 320,000 円 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では，平成 29年４月に本学の教育に関する具体的指標として「日本大学教育憲章」

を施行した。これに基づき各学部では教育に関する３つの方針の見直しを行うと共にカリ

キュラム改革を進めているところである。また，同憲章に示した指標のうち，その基礎的

な能力を本学で学ぶ学生が確実に満たしていけるよう，平成 26 年度より全学共通初年次

教育科目「自主創造の基礎１」「自主創造の基礎２」の２科目を展開している。同科目は

同憲章制定前に高等学校での「学習」から大学生としての「学修」に対応できるよう，学

びの転換やコミュニケーション能力等を育む科目としてスタートしているが，憲章制定後

は，同憲章に示された具体的な教育指標をルーブリックに落とし込むとともに，その初級

領域の一部を担保できるような教育目標として同科目のガイドラインを改訂し，科目のバ

ージョンアップを図っている。また，平成 29 年度より「自主創造の基礎２」においては，

私立総合大学の中においても有数の学部・学科数（16学部 87学科）を擁する本学の様々

な学部の学生が混在してグループワークを行う「日本大学ワールド・カフェ」を実施し，

日本大学教育憲章に掲げられている「多様な価値を受容し，自己の立場・役割を認識する

力」を中心とした汎用的能力等が学生に身に付くよう科目設計をし，１万人を超える初年

次学生が参加交流するダイナミックな授業を実現している。 

同科目については，短期大学部においても船橋校舎で導入するとともに，日本大学ワー

ルド・カフェに至っては，三島校舎においても任意参加者を募り，短期大学部も含めて全

学的な共通の教育的取組に積極的に参加している状況にある。 

 さらに，本学では，同憲章に掲げている「日本の特質を理解し伝える力」の基礎を養う

ことを主な目標とした新たな全学共通教育科目「日本を考える」の令和２年度からの開講

を決定し，共通教育の更なる充実を図ると共に，学生にこれら全学共通教育科目の３科目

を通じて日本大学生としての，基本的能力・姿勢が身に付くよう全学的に支援を行ってい

く。 

また，本学独自の奨学金として，成績優秀者や家計困窮者を対象に大学・短期大学部

合わせて６０種類以上の奨学金制度を整備しており，返済不要な給付型（減免を含む）

奨学金の支給総額は約１２憶円となっている。 
 

１ 三島校舎 

すべての学生に専任教員１名を担任教員として配置し，入学時の履修指導から始ま

り，卒業指導まで修学支援を行っている。さらに，希望者の多い編入学や資格取得に

ついては，それぞれ講座を設置し支援している。また，学生支援室と連携し，特段の

配慮が必要な学生の修学支援を行っている。 
２ 船橋校舎 
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・「多彩な理工系専門分野」から選択 

・「グループ担任制」の下，充実した修学支援，生活支援，進路支援を実施 

・「2年間を通じてゼミナール科目を開設」，徹底した少人数教育により実カアップ 

・併設の「理工学部との単位互換制度・科目等履修制度」により，充実した授業科目

を提供 

・基礎学力向上のためのサポートシステム「パワーアップセンター」 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

１ 三島校舎 

  学生のキャリア形成を支援するために，各種の就職支援講座，企業説明会，公務員

講座などを開催している。また，個別支援として，求人情報の提供，就職・キャリア

相談，エントリーシートなどの添削指導，模擬面接など，個人の希望や悩みに応じた

サポートを実施している。 

２ 船橋校舎 

学生支援室（学生相談窓口）では，学生のさまざまな疑問・不安・悩みを解決する

ために，専門カウンセラーや教員コーディネーターが毎日，学生の相談に対応してい

る。相談の秘密を遵守しており，気軽に来室できるよう心掛けている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

１ 三島校舎 

学生支援室にコーディネーターを配置し，障がいを持つ学生の修学支援やカウンセラ

ーによる学生相談を行っている。また，月２回，学校医（産業医兼ねる）と精神科医を

配置し，修学支援を多種多様に対応できるキャンパス環境整備に取り組んでいる。 

２ 船橋校舎 

学生支援室（学生相談窓口）では，学生のさまざまな疑問・不安・悩みを解決する

為に，専門カウンセラーや教員コーディネーターが毎日，学生の相談に対応してい

る。相談の秘密を遵守しており，気軽に来室できるよう心掛けている。保健室では，

大学内で傷病が発生した場合の応急処置や健康相談のほか，健康診断証明書の発行等

を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法： 

１ 三島校舎 

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/jc/guide/info-ed/ 

２ 船橋校舎 
https://www.jcn.nihon-u.ac.jp/about/education/ 
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